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三条市農業委員会総会議事録 

 

 

日  時  平成２９年１０月３１日 午前９時３０分 

場  所  三条市役所 本庁舎４階全員協議会室 

 

会議に付した議題 

      議第 １号 農用地利用集積計画の承認について             

      議第 ２号 農用地利用配分計画（案）に対する意見について       

      議第 ３号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について      

      議第 ４号 事業計画変更申請について                 

      議第 ５号 農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見につい 

            て                            

      議第 ６号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につい 

            て                            

      議第 ７号 農業振興地域整備計画の農用地利用計画変更に係る意見につい 

            て                            

      議第 ８号 三条市特別職報酬等審議会委員の推薦について        

 

報告事項  報第 １号 第３調査部会の調査結果報告について            

      報第 ２号 農政対策部会の結果報告について              

      報第 ３号 農地法第１８条第６項の規定による解約通知について     

      報第 ４号 農用地利用集積計画（利用権設定）の解約通知について    

      報第 ５号 農地法適用外事実確認証明について             

      報第 ６号 農地潰廃通報について                   

      報第 ７号 作付変更届について                    

      報第 ８号 農地法第３条の３第１項の届出について           

 

出席委員  ３４名 

       １番 渡 邉 一 英 委員   ２番 村 山 佐喜雄 委員 

       ３番 嘉 藤 太加雄 委員   ４番 藤 田 吉 則 委員 

       ５番 桒 原 一 郎 委員   ６番 野 﨑 文 夫 委員 

       ７番 五十嵐 秀 一 委員   ８番 蒲 澤   正 委員 

       ９番 大 桃 伸 之 委員  １０番 眞 野   薫 委員 

      １１番 坂 井 良 雄 委員  １２番 大 竹 正 信 委員 

      １３番 原   正 利 委員  １４番 羽 生 俊 昭 委員 

      １５番 刈 屋 一 夫 委員  １６番 佐 藤   満 委員 
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      １７番 捧     譽 委員  １８番 内 山   清 委員 

      １９番 佐 藤 裕 雄 委員  ２０番 村 井 善一郎 委員 

      ２１番 阿 部 新一郎 委員  ２２番 阿 部 眞佐雄 委員 

      ２３番 田 邉   稔 委員  ２４番 阿 部 銀次郎 委員 

      ２５番 清 野 秀 作 委員  ２６番 星 野 英 治 委員 

      ２７番 内 山 敏 雄 委員  ２８番 渡 邊 勝 夫 委員 

      ２９番 熊 倉   睦 委員  ３０番 原 田   勝 委員 

      ３１番 小 林 茂 宏 委員  ３２番 坂 井 浩 行 委員 

      ３３番 横 山 一 雄 委員  ３４番 廣 川 哲 也 委員 

 

欠席委員   なし 

 

職務のため出席した事務局職員 

      事 務 局 長   清 水   学 

      経営基盤係副参事   渡 辺 正 美 

      経営基盤係主任   小 熊 美栄子 
      経 営 基 盤 係 
                 左 居   香 
      一 般 任 用 主 事 
 

 

                       午前９時３０分 開会及び開議    

議長（野﨑会長） 

  それでは、時間になりましたので、定例総会を開会いたします。 

  （挨拶 略） 

  これより会議に入ります。 

  最初に、出席状況を申し上げます。定員３５名のところ、現在員３４名、出席３４名

で欠席ゼロで会議は成立いたします。 

  なお、議事録署名委員につきましては、定めにより私から指名をいたします。１６番、

佐藤満委員、２１番、阿部新一郎委員を指名いたしますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

  早速議事に入ります。 

  議第１号『農用地利用集積計画の承認について』を議題といたします。 

  なお、２４番、阿部銀次郎委員、２５番、清野秀作委員、３０番、原田勝委員、以上

の委員は、農業委員会等に関する法律第３１条第１項の規定に基づき、議事参与の制限

により、本議案終了まで退席をお願いいたします。 

（午前９時３９分 ２４番阿部銀次郎委員、２５番清野秀作委員、 

         ３０番原田 勝委員退席）          

議長（野﨑会長） 

  事務局、説明願います。 

事務局（清水事務局長） 
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  それでは、議第１号『農用地利用集積計画の承認について』ご説明をいたします。 

  ３４ページをご覧願います。今月の申請は新規設定３２件、面積３２万３，２５８．

５６㎡、再設定６４件、面積２７万６，１４４．４５㎡、合計では９６件、面積５９万

９，４０３．０１㎡であります。 

  それでは、戻りまして１ページの３０番から順にご説明をいたします。なお、利用権

を設定する者、受ける者、契約の種類、期間及び１０ａ当たり賃借料につきましては記

載のとおりですので、説明を省略させていただきます。 

  ３０番から２ページの３４番までの５件は、相対でそれぞれ新規に利用権を設定する

ものであります。 

  ３０番は月岡地内の農地４筆、１，９４９㎡、３１番は福島新田地内の農地１筆、９

５０㎡、３２番は井栗２丁目地内の農地１筆、４９㎡、３３番は下大浦地内の農地１筆、

９０１㎡、２ページをお願いいたします。３４番は、中浦地内の農地１７筆、７，７２

２㎡、以上５件は相対で新規にそれぞれ利用権を設定するものであります。 

  次の３５番から１４ページの６１番までの２７件、合計面積３１万１，６８７．５６

㎡は農地中間管理事業に伴い、公益社団法人新潟県農林公社が新規に１０年間利用権を

設定するものであります。 

  それでは、３５番から順にご説明をいたします。３５番は袋地内ほかの農地計２４筆、

１万３，８４１．５６㎡、３６番は代官島地内の農地１０筆、９，９３９㎡、３７番は

須戸新田地内の農地１１筆、１万１，０３１㎡、３８番は鶴田１丁目地内の農地８筆、

８，２９４㎡、３９番は井栗地内ほかの農地計１３筆、１万６，８３６㎡、４０番は鶴

田地内の農地１２筆、２万１，５２４㎡、４１番は白山新田地内ほかの農地計３筆、１

万５６０㎡、４２番は長嶺地内の農地９筆、１万５，２２４㎡、４３番は袋地内の農地

１４筆、１万４，８４７㎡、４４番は金子新田地内ほかの農地計７筆、１万８，１６９

㎡、８ページをお願いいたします。４５番は福島新田地内ほかの農地計７筆、１万２，

４０２㎡、４６番は岩淵地内の農地２筆、３，５０９㎡、４７番は岩淵地内の農地２筆、

５，２３４㎡、４８番は金子新田地内ほかの農地計５筆、１万５，２９８㎡、４９番は

福島新田地内の農地１６筆、１万７，３８７㎡、５０番は茅原地内ほかの農地計３１筆、

２万６，７０４㎡、５１番は帯織南地内ほかの農地計２筆、１万１，５２４㎡、５２番

は名下地内の農地２筆、５，１０９㎡、５３番は名下地内の農地３筆、４，０６９㎡、

５４番は中浦地内の農地８筆、５，６６６㎡、１２ページをお願いいたします。５５番

は笹岡地内の農地９筆、１万７，６３９㎡、５６番は鹿峠地内の農地４筆、６，４５３

㎡、５７番は江口地内ほかの農地計４筆、１万２，１０１㎡、５８番は駒込地内ほかの

農地計４筆、９，７２３㎡、５９番は笹巻地内の農地４筆、１万５１８㎡、６０番は南

五百川地内の農地９筆、２，７１１㎡、１４ページをお願いいたします。６１番は南五

百川地内の農地１３筆、５，３７５㎡、以上２７件は農林公社が新規に１０年間利用権

を設定するものであります。 

  次の６２番から３４ページの１２５番までの６４件につきましては再設定であります

ので、説明を省略させていただきます。 
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  以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入る前に、先日調査部会で調査をいただいておりますので、その結

果を報告をお願いします。 

  第３調査部会長は、村山代理の隣に着席願います。 

  ４番、藤田吉則委員。 

 

第３調査部会長（４番藤田吉則委員） 

  おはようございます。それでは、第３調査部会の調査結果についてご報告いたします。 

  第３調査部会では、１０月２５日午前９時から厚生福祉会館第２集会室におきまして、

部会員と野﨑会長、村山会長代理出席のもと会議を開催いたしました。 

  事務局より日程説明、議案説明を受け、全案件について意見決定を経て、午前１０時

５６分に閉会をいたしました。 

  ただいま意見が求められております議第１号『農用地利用集積計画の承認について』

は、新規設定３２件、再設定６４件、合計件数９６件、面積５９万９，４０３．０１㎡

で、書類審査及び事務局から詳細説明を受け、新潟県農林公社が利用権設定をする案件

以外の６９件につきましては、いずれも農地の効率的利用、農作業に常時従事すると認

められることなど、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、

また新潟県農林公社が利用権設定をする２７件につきましてもいずれも農地中間管理事

業を推進し、農用地の利用の効率化及び高度化の促進を図ることから、全件承認相当と

いたしました。 

  以上です。 

 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。なお、委員の質問

等の発言については挙手をし、発言を求め、議長の許可を得てから発言をお願いいたし

ます。 

  ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第１号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（野﨑会長） 

  それでは、異議ないものと認めます。 

  退席委員の着席をお願いします。 

（午前９時５０分 ２４番阿部銀次郎委員、２５番清野秀作委員、 

 ３０番原田 勝委員着席）  

議長（野﨑会長） 
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  退席された委員に報告します。 

  議第１号『農用地利用集積計画の承認について』は、調査部会長の調査結果報告のと

おり承認することに決しました。 

 

議長（野﨑会長） 

  続きまして、議第２号を議題といたしますが、議第２号の審議に当たり、農業委員会

等に関する法律第３１条第１項の規定に基づき、議事参与の制限により、議長を２番、

村山佐喜雄会長代理に交代いたします。よろしくお願いいたします。 

（会長 野﨑文夫委員退席、会長代理 村山佐喜雄委員議長席に着く） 

議長（村山会長代理） 

  それでは、議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』を議題とい

たします。 

  なお、５番、桒原一郎委員、６番、野﨑文夫委員、１１番、坂井良雄委員、２７番、

内山敏雄委員、３２番、坂井浩行委員、以上の委員は農業委員会等に関する法律第３１

条第１項の規定に基づき、議事参与の制限により本議案終了まで退席をお願いします。 

（午前９時５２分 ５番桒原一郎委員、６番野﨑文夫委員、１１番坂井良雄委員、 

        ２７番内山敏雄委員、３２番坂井浩行委員退席）        

議長（村山会長代理） 

  それでは、事務局、説明をお願いします。 

事務局（清水事務局長） 

  それでは、議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』ご説明をい

たします。 

  ３５ページをご覧願います。三条市長からの諮問書の写しでございます。 

  ３６ページは、議第２号の参考といたしまして、農地中間管理事業の推進に関する法

律第１９条を添付させていただきました。本議案は、議第第１号『農用地利用集積計画

の承認について』でご審議をいただきました公益社団法人新潟県農林公社が農地中間管

理事業により、新規に利用権を設定する農用地３１万１，６８７．５６㎡の利用配分計

画（案）でございます。農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第２項の規定に

基づき、三条市が作成する農用地利用配分計画（案）について、同法第１９条第３項の

規定により当農業委員会に意見を求められているものでございます。 

  なお、議第２号参考としまして、本年７月１日現在の借り受け希望者リストを送付さ

せていただきましたが、議案３７ページの１番の借り受け人ほか９名の方については７

月１日現在の借り受け希望者リストには登載をされておりませんが、今後予定しており

ます臨時募集に応募され、配分計画の県公告予定日の平成２９年１２月２６日までに登

載される予定となっております。 

  それでは、配分計画（案）をご説明いたします。３７ページをご覧願います。一番左

側の番号欄の括弧内に記載しております番号は、先ほどご審議をいただきました議第１

号『農用地利用集積計画の承認について』に対応する番号でございます。なお、借り受
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け人、契約の種類、期間及び１０ａ当たり賃借料、受け人の状況につきましては記載の

とおりですので、説明を省略させていただきます。 

  １番は議第１号の３５番におきまして、新潟県農林公社が利用権を設定する袋地内ほ

かの農地計１５筆、９，５３２．４２㎡を記載の借り受け人に新規に貸し付けをしたい

とするものでございます。 

  ２番は同じく３５番、長嶺地内の農地７筆、４１１．１４㎡、３番は同じく３５番、

長嶺地内の農地１筆、１，６７３㎡、４番は同じく３５番、長嶺地内の農地１筆、２，

２２５㎡、３８ページをお願いいたします。５番は３６番、代官島地内の農地１０筆、

９，９３９㎡、６番は３７番、須戸新田地内の農地１１筆、１万１０３１㎡、７番は３

８番、鶴田１丁目地内の農地８筆、８，２９４㎡、８番は３９番、須戸新田地内ほかの

農地計８筆、６，９８５㎡、９番は同じく３９番、井栗地内の農地３筆、５，８７１㎡、

１０番は同じく３９番、井栗１丁目地内の農地２筆、３，９８０㎡、１１番は４０番、

鶴田地内の農地３筆、５，９９７㎡、１２番は同じく４０番、鶴田地内の農地１筆、２，

０２３㎡、１３番は同じく４０番、鶴田地内の農地３筆、４，０４５㎡、１４番は同じ

く４０番、鶴田地内の農地５筆、９，４５９㎡、１５番は４１番、白山新田地内ほかの

農地計３筆、１万５６０㎡、１６番は４２番、長嶺地内の農地９筆、１万５，２２４㎡、

１７番は４３番及び４４番、袋地内ほかの農地、計１５筆、１万８，００６㎡、１８番

は４４番、金子新田地内の農地２筆、６，０１３㎡、１９番は同じく４４番、袋地内の

農地４筆、８，９９７㎡、２０番は４５番、東光寺地内ほかの農地計６筆、１万２，２

０４㎡、２１番は同じく４５番、福島新田地内の農地１筆、１９８㎡、２２番は４６番

及び４７番、岩淵地内の農地４筆、８，７４３㎡、２３番は４８番、東光寺地内ほかの

農地計５筆、１万５，２９８㎡、２４番は４９番、福島新田地内の農地８筆、１万７，

３８７㎡、２５番は５０番、安代地内ほかの農地計３１筆、２万６，７０４㎡、２６番

は５１番、帯織南地内ほかの農地計２筆、１万１，５２４㎡、２７番は５２番及び５３

番、名下地内の農地５筆、９，１７８㎡、２８番は５４番、中浦地内の農地８筆、５，

６６６㎡、２９番は５５番、笹岡地内の農地９筆、１万７，６３９㎡、３０番は５６番、

鹿峠地内の農地４筆、６，４５３㎡、３１番は５７番、飯田地内ほかの農地計４筆、１

万２，１０１㎡、３２番は５８番、駒込地内ほかの農地計４筆、９，７２３㎡、３３番

は５９番、笹巻地内の農地４筆、１万５１８㎡、３４番は６０番及び６１番、南五百川

地内の農地２２筆、８，０８６㎡、以上３４件はそれぞれ記載の借り受け人に新規に貸

し付けをしたいとするものでございます。 

  以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（村山会長代理） 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果をご報告願います。 

  ４番、藤田吉則委員。 

 

第３調査部会長（４番藤田吉則委員） 



 - 7 - 

  議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』は、合計件数３４件、

面積３１万１，６８７．５６㎡で、農用地の利用の効率化及び高度化の促進を図る観点

から全件異議ないものと認めるという意見であります。 

  以上です。 

 

議長（村山会長代理） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言をお願いします。 

  佐藤委員。 

１６番（佐藤 満委員） 

  利用権の賃借料、１０ａ当たりの単価が出ていないのはどういうことですか。番号と

しては２７番、２８番、３２番、３３番、３４番に。 

事務局（清水事務局長） 

  今ほどいろいろお話が出ていますが、使用貸借によって利用権を設定するものでござ

いますので、賃借料が発生しないため、ゼロ円というふうになっているところでござい

ます。よろしくお願いいたします。 

議長（村山会長代理） 

  ほかにご発言がある方はお願いします。 

  ご発言が無いようですので、お諮りいたします。議第２号につきましては、ただいま

調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（村山会長代理） 

  それでは、議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』は農用地の

利用の効率化及び高度化の促進を図る観点から異議ないものと認めることで答申しま

す。 

  退席委員の着席をお願いします。 

（午前１０時０４分 ５番桒原一郎委員、６番野﨑文夫委員、１１番坂井良雄委員、 

         ２７番内山敏雄委員、３２番坂井浩行委員着席）        

議長（村山会長代理） 

  退席された委員に報告します。 

  議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』は、調査部会長の調査

結果報告のとおり、農用地の利用の効率化及び高度化の促進を図る観点から異議ないも

のと認めることで答申することに決しました。 

  それでは、議長を交代いたします。 

（会長代理 村山佐喜雄委員退席、会長 野﨑文夫委員議長席に着く） 

 

議長（野﨑会長） 

  続きまして、議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』を議題
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といたします。 

  事務局、説明願います。 

事務局（清水事務局長） 

  それでは、議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』ご説明を

いたします。 

  ４８ページをご覧願います。今月の申請は９件で、合計面積２万４，７３１㎡であり

ます。 

  ４６ページにお戻りをお願いいたします。３０番は、須戸新田地内の農地１筆、２４

４㎡を譲り受け人の要望により、売買により取得するものであります。価格は、１０ａ

当たり〇〇〇円であります。 

  ３１番は、吉田地内の農地６筆、５，４５７㎡を譲り受け人の要望により、売買によ

り取得するものであります。価格は、１０ａ当たり〇〇〇円であります。 

  ３２番は、長嶺地内の農地１筆、３７１㎡を譲り受け人の要望により、売買により取

得するものであります。価格は、１０ａ当たり〇〇〇円であります。 

  ３３番は、川通中町地内の農地１筆、１，８３３㎡を譲り渡し人の要望により、売買

により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり〇〇〇円であります。 

  ３４番は、帯織地内の農地１筆、４１６㎡を譲り渡し人の要望により、売買により取

得するものであります。価格は、１０ａ当たり〇〇〇円であります。 

  ３５番は、鹿峠地内ほかの農地計９筆、１，９９８㎡を譲り渡し人の要望により、売

買により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり〇〇〇円であります。 

  ３６番及び３７番は、善久寺地内の農地２筆５，０００㎡と、同じく善久寺地内の農

地１筆、５，３２９㎡を譲り受け人、譲り渡し人が耕作の都合により交換するものでご

ざいます。 

  ４８ページをお願いいたします。３８番は、上須頃地内の農地５筆、４，０８３㎡を

同一世帯内において譲り受け人が贈与により取得するものであります。 

  以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告をお願いします。 

  ４番、藤田吉則委員。 

 

第３調査部会長（４番藤田吉則委員） 

  議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』は、売買によるもの

６件、贈与によるもの１件、交換によるもの２件、合計件数９件、面積２万４，７３１

㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、譲り受け人の経営面積や機械、

労働力、技術、下限面積などの許可要件を全て満たしており、全件許可相当といたしま

した。 

  以上です。 
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議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  佐藤委員。 

１６番（佐藤 満委員） 

  ３５番の件ですけども、ちょっとお聞きしたいのですが、〇〇〇〇破産管財人弁護士、

中澤泰二郎さん及び譲受人、〇〇〇〇さん、これ夫婦ということなんですけど、これは

売買はできるんですか、夫婦で。 

事務局（清水事務局長） 

  できるところでございます。夫婦間であっても売買による契約は成立するところでご

ざいますので、ご理解をお願いいたします。 

議長（野﨑会長） 

  ほかにございませんか。 

  ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第３号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（野﨑会長） 

  それでは、異議ないものと認めます。 

 

議長（野﨑会長） 

  続きまして、議第４号『事業計画変更申請について』を議題といたします。 

  事務局、説明願います。 

事務局（清水事務局長） 

  それでは、議第４号『事業計画変更申請について』ご説明をいたします。 

  ４９ページをご覧願います。今月の申請は１件で、面積１，０２４㎡であります。 

  １０番は、南四日町４丁目地内の農地１筆、１，０２４㎡を売買により取得し、駐車

場４２台の用地として利用したいものでございます。土地の売買価格は１㎡当たり〇〇

〇円でございます。場所につきましては、嵐南公民館南西２５０ｍ付近で、都市計画用

途地域の第２種中高層住居専用地域内の農地であることから、農用地区分は第３種農地

と判断されます。 

  なお、本申請につきましては議第６号の４４番で農地法第５条の許可申請がなされて

おります。 

  以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。 

  ４番、藤田吉則委員。 
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第３調査部会長（４番藤田吉則委員） 

  議第４号『事業計画変更申請について』は、件数１件、面積１，０２４㎡で、書類審

査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及び一般基準を満たしており、承認

相当といたしました。 

  以上です。 

 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第４号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（野﨑会長） 

  それでは、異議ないものと認めます。 

 

議長（野﨑会長） 

  続きまして、議第５号『農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見につ

いて』を議題といたします。 

  事務局、説明願います。 

事務局（清水事務局長） 

  それでは、議第５号『農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て』ご説明をいたします。 

  ５０ページをご覧願います。今月の申請は１件で、面積６０４㎡であります。 

  ７番は、笹岡地内の農地１筆、６０４㎡を南側既存宅地９２８．８３㎡と一体利用し、

住宅１棟、農舎１棟、作業所１棟及び資材置き場の用地として利用したいものでござい

ます。場所につきましては、笹岡小学校北東５００ｍ付近で住宅棟が連たんする区域内

の農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。 

  以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告願います。 

  ４番、藤田吉則委員。 

 

第３調査部会長（４番藤田吉則委員） 

  議第５号『農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見について』は、件

数１件、面積６０４㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及

び一般基準を満たしており、許可相当といたしました。 
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  なお、県農業会議への諮問につきましては、不要と判断をいたしました。 

  以上です。 

 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第５号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（野﨑会長） 

  それでは、異議ないものと認め、許可することといたします。 

 

議長（野﨑会長） 

  続きまして、議第６号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につ

いて』を議題といたします。 

  事務局、説明願います。 

事務局（清水事務局長） 

  それでは、議第６号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て』ご説明をいたします。 

  ５９ページをご覧願います。今月の申請は９件で、合計面積４２万８，９６４．６６

５㎡であります。 

  ５１ページにお戻りをお願いいたします。４４番は、先ほどご審議をいただきました

議第４号『事業計画変更申請について』の１０番でご説明をさせていただいた内容と同

じでございますので、説明は省略をさせていただきます。 

  ４５番は、西本成寺１丁目地内の農地１筆、１，０００㎡を売買により取得し、事務

所１棟及び駐車場１０台の用地として利用したいものでございます。土地の売買価格は、

１㎡当たり〇〇〇円であります。場所につきましては、本成寺保育園西側２００ｍ付近

で、都市計画用途地域の第１種住居地域内の農地であることから、農用地区分は第３種

農地と判断されます。 

  ４６番は、東新保地内の農地４０筆、１万１，７８１．３５㎡を賃貸借権の設定によ

り店舗３棟、駐車場１８４台及び緑地の用地として利用したいものでございます。場所

につきましては、県立三条高等学校北西２５０ｍ付近で、都市計画用途地域の工業地域

内の農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。 

  ４７番は、三竹２丁目地内の農地１筆、１７２㎡を売買により取得し、西側既存宅地

２１４．８８㎡と一体利用し、宅地分譲１区画の用地として利用したいものです。土地

の売買価格は、１㎡当たり〇〇〇円であります。場所につきましては、三条市農業体験

交流センター北西４５０ｍ付近で、都市計画用途地域の第１種住居地域内の農地である

ことから、農用地区分は第３種農地と判断されます。 
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  ４８番は、大島地内の農地７筆、９６２．３０㎡を売買により取得し、建て売り住宅

３棟の用地として利用したいものでございます。土地の売買価格は、１㎡当たり〇〇〇

円であります。場所につきましては、大島小学校西側６００ｍ付近で、住宅棟が連たん

する区域内の農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。 

  ４９番は、大島地内の農地１筆、４１４㎡を使用貸借権の設定により住宅１棟、駐車

場２台及び通路の用地として利用したいものでございます。場所につきましては、大島

小学校西側２５０ｍ付近で住宅等が連たんする区域内の農地であることから、農用地区

分は第３種農地と判断されます。 

  ５０番は、本年１月の総会におきまして、農振農用地区域からの除外についてやむを

得ないものとして認めた案件であります。５３ページから５８ページに記載をしており

ますが、福島新田地内ほかの農地計１９０筆、４１万２，２２２㎡を売買により取得し、

既存の水路及び道路等２万５，７９９．０７㎡と一体利用し、工業流通団地を造成し、

分譲地１５区画、調整池５カ所、公園、緑地、区画道路、排水施設等の用地として利用

したいものでございます。土地の売買価格は、１㎡当たり〇〇〇円であります。場所に

つきましては、北陸自動車道栄スマートインターチェンジ東側１００ｍ付近の農地で、

農用地区分は第１種農地と判断されますが、転用目的が農村地域への産業の導入の促進

等に関する法律第５条第１項に規定する実施計画に基づき、工業流通団地を整備するも

のであることから、第１種農地の不許可の例外に該当するものと判断されます。 

  ５９ページをお願いいたします。５１番は、北潟地内の農地１筆、２５㎡を交換によ

り取得し、雪おろし用敷地の用地として利用したいものでございます。場所につきまし

ては、大面小学校東側６００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内の農地であることか

ら、農用地区分は第３種農地と判断されます。 

  ５２番は、飯田地内の農地１筆、３４０㎡を使用貸借権の設定により西側雑種地７．

８９㎡と一体利用し、住宅１棟及び駐車場２台の用地として利用したいものでございま

す。場所につきましては、五十嵐橋東側９００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内の

農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。 

  以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。 

  ４番、藤田吉則委員。 

 

第３調査部会長（４番藤田吉則委員） 

  議第６号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について』は、合

計件数９件、面積４２万８，９６４．６５㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説

明を受け、いずれも立地基準及び一般基準を満たしており、全件許可相当といたしまし

た。 

  なお、４６番及び５０番を除き、県農業会議への諮問につきましては不要と判断をい
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たしました。 

  以上です。 

 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第６号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（野﨑会長） 

  それでは、異議ないものと認め、４４番、４５番、４７番から４９番、５１番及び５

２番の案件、合計７件につきましては許可することとし、４６番、５０番の案件、合計

２件については県農業会議へ諮問し、答申があった後に許可といたします。 

 

議長（野﨑会長） 

  続きまして、議第７号『農業振興地域整備計画の農用地利用計画変更に係る意見につ

いて』を議題といたします。 

  事務局、説明願います。 

事務局（清水事務局長） 

  それでは、議第７号『農業振興地域整備計画の農用地利用計画変更に係る意見につい

て』ご説明をいたします。 

  ６０ページをお願いいたします。今回の意見照会のありました案件は、栄地区の軽微

変更１件でございます。位置につきましては、６１ページの変更（案）箇所詳細位置図

をご覧ください。 

  申請者は阿部教夫さんで、鬼木新田地内で農業を営んでおります。申請地は鬼木新田

２６６２番のうち面積１９２㎡で、台帳地目は田、現況地目は畑でございます。今回の

軽微変更は、農機具格納庫１棟の用地として利用したいとするものであります。 

  説明は以上であります。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願いいたします。 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。 

  ４番、藤田吉則委員。 

 

第３調査部会長（４番藤田吉則委員） 

  議第７号『農業振興地域整備計画の農用地利用計画変更に係る意見について』は、栄

地区における軽微変更１件、面積１９２㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明

を受け、変更やむを得ないものと認めるという意見であります。 

  以上です。 
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議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第７号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（野﨑会長） 

  それでは、変更やむを得ないものと認めることと答申します。 

  第３調査部会長は、自席へお戻りください。どうもご苦労さまでした。 

 

議長（野﨑会長） 

  続きまして、議第８号『三条市特別職報酬等審議会委員の推薦について』を議題とい

たします。 

  事務局、説明願います。 

事務局（清水事務局長） 

  それでは、議第８号『三条市特別職報酬等審議会委員の推薦について』ご説明をいた

します。 

  ６２ページの議第８号参考をご覧いただきたいと思います。三条市特別職報酬等審議

会は、市長の諮問に応じ、議会の議員の議員報酬の額並びに市長、副市長及び教育長の

給料の額並びに政務活動費の額を審議する組織でございます。現在６番、野﨑文夫委員

に審議会委員になっていただいておるところでありますが、任期が１１月３０日に満了

となることから、新たに委員１名の推薦依頼が参っているところでございます。委員の

任期につきましては２年でございます。 

  以上でございます。 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  三条市特別職報酬等審議会委員１名については、いかが取り計らったらよいか、休憩

をして自由な意見の交換をお願いします。 

  しばらくの間、休憩します。 

         （午前１０時２７分から午前１０時２８分まで休憩） 

議長（野﨑会長） 

  それでは、会議を再開します。 

  休憩中の意見交換に基づき、６番、野﨑文夫が留任することでご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（野﨑会長） 

  異議ないものと認め、６番、野﨑文夫を推薦します。ありがとうございました。 
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議長（野﨑会長） 

  以上で議事が終わりましたので、報告事項に移ります。 

  報第１号につきましては、ただいま議事の中で報告いただいておりますので、省略を

いたします。 

 

議長（野﨑会長） 

  それでは、報第２号『農政対策部会の結果報告について』、部会長より報告を願いま

す。 

  農政対策部会長は、村山代理の隣に着席願います。 

  １５番、刈屋一夫委員。 

 

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員） 

  改めまして、おはようございます。 

  農林関係予算の要望報告書の作成に当たり、多くのご意見、どうもありがとうござい

ました。 

  それでは、報告いたします。農政改革部会は、１０月の２０日午後１時３０分から厚

生福祉会館第１集会室におきまして部会員１３名のほかに野﨑会長、村山会長代理の出

席を得まして開催いたしました。 

  議題は、９月２９日開催の農業委員会総会で付託を受けました平成３０年度三条市農

林関係施策の要望についてであります。 

  審議の結果、報第２号『農政対策部会の結果報告について』のとおりとし、市長に要

望することにいたしました。なお、要望項目は昨年と同じく１０項目といたしました。 

  それでは、２ページ以降の要望事項について、昨年度との主な変更点を中心にご説明

いたします。２ページの１、地域農業の活性化対策について、（１）、「人・農地プラ

ン」についての中段以降ですが、「プランの見直しを行う際は、地域の自発的な取組を

奮起し、農区等の要望に応じた説明会の開催や農業生産法人等の組織化のための支援な

ど、地域の実情に即したフォローアップに努めていただきたい」といたしました。 

  （２）は、以前の地域農業の活性化についてを「産業として成り立つ農業の確立につ

いて」と改め、「利益を追求し雇用を生み出せる経営体質にするため、引き続き、市内

農業者や農業生産法人等に対し、先進農業者等による経営体質の改善や営業・販売力の

強化に向けた指導を実施し、産業として成り立つ農業の確立を目指していただきたい」

といたしました。 

  （３）の「多面的機能支払交付金」についての後段部分ですが、「また、米政策の見

直しにより、今後、耕作放棄地の増加が懸念されることから、農地の保全を図るため、

多面的機能支払交付金の拡充を図るよう、国に対して要望していただきたい」といたし

ました。 

  ３ページの（４）の「多様な農業の振興について」は追加項目です。「条件の悪い農

地が手放されて耕作放棄地が増加する一方で、農業者は減少しています。高齢者や農業
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機械を持たない者であっても、条件の悪い農地を活かした特産品の開発など、高付加価

値化を目指す多様な農業の振興にかかわることができるよう、具体的な計画の策定に向

けた懇談会の設立と実効性の髙い計画に対しては、その支援に努めていただきたい」と

いたしました。 

  ２の「担い手の確保・育成・支援について」の中段以降ですが、「認定農業者や新規

就農者が安心して農業経営を継続発展していくためには、経営規模拡大に伴う施設整備

や機械導入のみならず、既存の施設や機械の更新に対する行政の支援も必要不可欠であ

るため、国県補助事業の採択基準の緩和と予算の拡充について、国県に対して強く要望

していただきたい。併せて、市独自の支援についても拡充していただきたい」といたし

ました。 

  ３の「農林土木施設の整備について」ですが、４ページの（２）は追加項目です。「土

地改良法の改正に伴い、農地中間管理機構が借り入れている農地について、農業者の申

請・費用負担によらない基盤整備事業が創設されました。当事業は、担い手の負担軽減

や農地集約の促進が期待できることから、制度の周知と事業の促進に努めていただきた

い」といたしました。 

  ５、「米政策の着実な推進について」の（１）ですが、「米政策の見直しにより、平

成３０年産米からは、生産者・集荷業者・団体の自主的な販売戦略に基づく、需要に応

じた米の生産・販売ができる一方で、経営所得安定対策の一つである米の直接支払交付

金が廃止となるなど、農業経営は非常に厳しい局面を迎えています。米の直接支払交付

金の廃止は、農業所得の大幅な低下につながることから、本市においても、「売れる米

づくり」、「米消費の拡大」、「販路開拓支援」の推進や各地区の「水田農業ビジョン」

の実現に努めていただきたい。また、国においては、担い手の農地利用が全農地の８割

を占める農業構造の実現を目指すとしています。担い手の確保・育成と担い手への農地

の集積・集約化をさらに推し進めていくためには、地域の実情に合った担い手に対して

は、安定した農業所得を確保する有効な施策を講じるよう、国に対して強く要望してい

ただきたい」といたしました。 

  ５ページの（２）については追加項目です。「米の需給調整の確実な実施を支える施

策を講じていただきたい」といたしました。 

  （３）についても追加項目です。「政府は農業所得の増加に向けた取組を推し進めて

いるが、このことによって条件の悪い農地の耕作放棄が懸念されるため、耕作放棄地の

解消を含む市独自の水田フル活用対策を講じられたい」といたしました。 

  以上、昨年度との主な変更点を中心にご説明させていただきました。関係施策の要望

については、来る１１月２日午前１０時に会長、会長代理、農政対策部会の正副部会長、

議会選出の阿部委員、横山委員からもご同席をいただき、市長に面会して提出する予定

となっております。 

  以上で農政対策部会からの報告を終わります。 

 

議長（野﨑会長） 
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  ありがとうございました。 

  それでは、報告の中でご質問がありましたら、ご発言をいただきたいと思います。ご

ざいませんでしょうか。 

  私のほうから１つ報告させていただきますが、例年市長さんに面会して報告の要請を

するわけでございますが、市長さんが重要項目はどれとどれなんだというふうに聞かれ

ます。それで、農政対策部会長と会長代理と私とで相談しました結果、ただいま説明し

た内容の中で担い手の確保・育成・支援について、そして「環境にやさしい、安心・安

全な農業」について、それから米政策の中で（１）の米政策の見直しについて、それか

ら有害鳥獣駆除対策について、それから１０番、最後の農業委員会の事務局機能につい

て、これを重要項目として上げていきたいと思いますので、どうかご理解のほどよろし

くお願いいたします。 

  皆さんのほうから何かご意見ございませんか。 

  ご発言が無いようですので、報第２号『農政対策部会の結果報告について』を終わり

ます。 

  農政対策部会長は自席へお戻りください。 

 

議長（野﨑会長） 

  続きまして、報第３号から報第８号まで、続けて事務局より報告をお願いします。 

事務局（清水事務局長） 

  （別添報告書により説明） 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、報告の中でご質問がございましたら、ご発言をいただきたいと思います。 

  ご発言が無いようですので、報告事項を終わります。 

 

議長（野﨑会長） 

  来月の調査部会開催案内をお願いいたします。 

  第１調査部会長、１２番、大竹正信委員。 

第１調査部会長（１２番大竹正信委員） 

  来月は、第１調査部会の当番です。１１月２２日午前９時より厚生会館第１集会室で

会議を開催いたしますので、関係委員は出席をお願いします。 

  以上です。 

議長（野﨑会長） 

  ありがとうございました。 

  なお、来月の総会は３０日を予定しております。なお、３０日は午後１時から委員県

内一日研修を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、長時間にわたってご審議いただきまして、ありがとうございました。 

  以上をもちまして定例総会を閉会いたします。 
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                          午前１０時４３分 閉会    
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